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(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 23,182 6.8 501 － 590 － 595 △88.6

2021年３月期 21,706 △2.6 △968 － △896 － 5,233 8,993.6

（注）包括利益 2022年３月期 772百万円 （△86.0％） 2021年３月期 5,499百万円（－％）

１株当たり

当期純利益

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

自己資本

当期純利益率

総資産

経常利益率

売上高

営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 59.96 － 2.4 1.6 2.2

2021年３月期 527.52 － 23.6 △2.8 △4.5

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 36,441 25,359 69.6 2,551.64

2021年３月期 36,110 24,971 69.2 2,516.42

（参考）自己資本 2022年３月期 25,359百万円 2021年３月期 24,971百万円

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 1,318 △549 △409 5,755

2021年３月期 △648 △1,913 △14 5,364

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

（連結）

純資産配当率

（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00 401 7.6 1.8

2022年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00 251 41.7 1.0

2023年３月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

（％表示は、対前期増減率）

売上収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,700 2.2 △400 － △350 － △350 － △35.22

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 10,080,344株 2021年３月期 10,080,344株

②  期末自己株式数 2022年３月期 141,711株 2021年３月期 157,111株

③  期中平均株式数 2022年３月期 9,934,209株 2021年３月期 9,920,723株

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 17,064 3.3 81 － 288 － 343 △93.4

2021年３月期 16,525 △8.7 △981 － △830 － 5,237 －

１株当たり

当期純利益

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 34.54 －

2021年３月期 527.94 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 34,068 22,269 65.4 2,240.71

2021年３月期 33,127 22,300 67.3 2,247.29

（参考）自己資本 2022年３月期 22,269百万円 2021年３月期 22,300百万円

※  注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料P.11「会計方針の変更に関する注記」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

　2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

(2) 個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料P.2「経営成績

等の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1) 経営成績等の状況の概要

①  経営成績の状況

当連結会計年度における我が国経済は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の実施により経済活動が停滞する

中、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及により、緩やかながらも景気回復の兆しが見られました。しかしな

がら、半導体を中心とした製造部品の供給不足による生産活動の停滞や原材料価格の高騰などにより、企業収益へ

の影響が顕在化し、依然として先行きは不透明な状況が続きました。

このような状況の中、当社グループでは引き続き感染防止策を講じながら事業活動を継続するとともに、部品調

達活動及び生産活動に注力し、売上高の回復を図ってきました。

この結果、当連結会計年度の売上高は23,182百万円で前連結会計年度に比べ6.8％の増収となりました。利益面

では営業利益501百万円（前連結会計年度968百万円の損失）、経常利益590百万円（前連結会計年度896百万円の損

失）、親会社株主に帰属する当期純利益は595百万円（前連結会計年度5,233百万円の利益）となりました。

なお、経常利益が前連結会計年度に比べ1,486百万円改善したにもかかわらず、親会社株主に帰属する当期純利

益が前連結会計年度に比べ4,637百万円悪化した主な要因は、前連結会計年度において当社本社敷地内の土地及び

建物の一部を売却したことによる土地売却益8,333百万円を特別利益に計上し、これに伴う法人税、住民税及び事

業税161百万円、並びに法人税等調整額2,005百万円をそれぞれ計上したことによるものです。

セグメントごとの状況は次のとおりです。

（情報通信事業）

情報通信事業においては、主力製品であるビジネスホンと生産子会社における受託生産の売上高が増加したこと

により、事業全体の売上高は17,917百万円で、前連結会計年度に比べ5.3％の増収となりました。セグメント損益

は売上高の増加に伴い、1,596百万円の利益（前連結会計年度877百万円の利益）となりました。

（印刷システム事業）

印刷システム事業においては、主に印刷関連機器の売上高は減少しましたが消耗品の売上高が増加したことによ

り、事業全体の売上高は1,849百万円で、前連結会計年度に比べ5.9％の増収となりました。セグメント損益は売上

高の増加に伴い、20百万円の利益（前連結会計年度269百万円の損失）となりました。

（電子計測事業）

電子計測事業においては、主にパワーエレクトロニクス関連及び電子部品の売上高が増加したことにより、事業

全体の売上高は2,953百万円で前連結会計年度に比べ15.7％の増収となりました。セグメント損益は売上高の増加

に伴い、215百万円の利益（前連結会計年度114百万円の損失）となりました。

（不動産事業）

不動産事業においては、主に収益物件の売上高が増加したことにより、事業全体の売上高は460百万円で、前連

結会計年度に比べ16.3％の増収となりました。セグメント損益はリーシング費用等の一時的な費用負担により、

103百万円の利益（前連結会計年度116百万円の利益）となりました。

②  財政状態の状況

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ331百万円増加し36,441百万円となりました。

流動資産は、主に売掛金が260百万円及びその他が287百万円それぞれ減少しましたが、現金及び預金が390百万

円、電子記録債権が198百万円、商品及び製品が268百万円、並びに原材料及び貯蔵品が647百万円それぞれ増加し

たため、前連結会計年度末に比べ937百万円増加し17,232百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が198百万円、無形固定資産が299百万円、投資その他の資産が107百万円それぞれ減

少したため、前連結会計年度末に比べ606百万円減少し19,208百万円となりました。

当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ57百万円減少し11,081百万円となりました。

流動負債は、主に支払手形及び買掛金が146百万円減少しましたが、未払金が215百万円増加したため、前連結会

計年度末に比べ21百万円増加し4,275百万円となりました。

固定負債は、主に退職給付に係る負債が69百万円減少したため、前連結会計年度末に比べ79百万円減少し6,805

百万円となりました。

当連結会計年度末の純資産は、主に剰余金の配当396百万円及び親会社株主に帰属する当期純利益595百万円の計

上により利益剰余金が200百万円、為替換算調整勘定が130百万円それぞれ増加したため、前連結会計年度末に比べ

388百万円増加し25,359百万円となりました。
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③  キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ390百万円増加し、5,755百万円とな

りました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ1,967百万円増加し、1,318百万円の収入となりま

した。これは主に、税金等調整前当期純利益652百万円、減価償却費1,081百万円の計上及び売上債権の減少額109

百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ1,364百万円増加し、549百万円の支出となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出526百万円、無形固定資産の取得による支出202百万円によるもの

です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ394百万円減少し、409百万円の支出となりまし

た。これは主に、配当金の支払額394百万円によるものです。

(2) 今後の見通し

当社グループでは2022年度を自らの改革起点とする４年間の新中期経営計画「REBORN」を策定し、聖域なき大胆な

コスト構造改革、省エネ・効率化などカーボンニュートラル社会の実現に貢献する成長戦略、そしてESG経営を不退

転の決意で推進してまいります。

今後の見通しにつきましては、ワクチン接種の普及等によりコロナ禍の収束とともに経済活動は徐々に持ち直して

いくことが期待されます。一方、ウクライナ情勢の長期化による原材料価格の高騰や半導体を中心とした製造部品の

調達不足による生産活動への影響は今後も継続することが予想され、2022年度以降の事業活動への影響が懸念されま

す。

このような状況の中、次期の連結業績につきましては、売上高は増収の見込みですが、利益面では原材料価格の高

騰による原価率の悪化、及び将来に向けた一過性の費用負担が見込まれることから、売上高23,700百万円、営業損失

400百万円、経常損失350百万円、親会社株主に帰属する当期純損失350百万円を見込んでいます。これは、新たな中

期経営計画「REBORN」の完遂に向けた構造改革のための損失計上であり、新中期経営計画を通じて企業価値向上に当

社グループ一丸となって全力で取り組んでまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針です。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,536 5,927

受取手形 485 514

電子記録債権 380 578

売掛金 4,815 4,555

商品及び製品 1,464 1,732

仕掛品 774 725

原材料及び貯蔵品 2,397 3,044

その他 441 154

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 16,295 17,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,475 5,377

機械装置及び運搬具（純額） 679 615

工具、器具及び備品（純額） 635 562

土地 10,007 10,032

その他（純額） 3 15

有形固定資産合計 16,802 16,603

無形固定資産

ソフトウエア 1,210 911

その他 45 45

無形固定資産合計 1,256 956

投資その他の資産

投資有価証券 1,288 1,149

その他 502 533

貸倒引当金 △35 △34

投資その他の資産合計 1,756 1,648

固定資産合計 19,815 19,208

資産合計 36,110 36,441

３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,911 1,764

短期借入金 80 75

未払金 717 933

契約負債 359 375

未払法人税等 171 95

賞与引当金 516 520

製品保証引当金 62 65

その他 435 444

流動負債合計 4,254 4,275

固定負債

繰延税金負債 3,240 3,226

株式給付引当金 58 56

退職給付に係る負債 3,035 2,966

その他 550 557

固定負債合計 6,885 6,805

負債合計 11,139 11,081

純資産の部

株主資本

資本金 6,025 6,025

資本剰余金 6,948 6,948

利益剰余金 11,776 11,977

自己株式 △147 △135

株主資本合計 24,603 24,815

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 268 304

為替換算調整勘定 △130 0

退職給付に係る調整累計額 229 239

その他の包括利益累計額合計 367 544

純資産合計 24,971 25,359

負債純資産合計 36,110 36,441
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上収益 21,706 23,182

売上原価 14,757 15,217

売上総利益 6,948 7,964

販売費及び一般管理費 7,917 7,463

営業利益又は営業損失（△） △968 501

営業外収益

受取利息 6 5

受取配当金 40 42

出資金運用益 － 20

受取地代家賃 38 36

その他 47 29

営業外収益合計 132 135

営業外費用

支払利息 2 2

売上割引 7 －

為替差損 25 15

固定資産除却損 14 21

その他 9 6

営業外費用合計 60 45

経常利益又は経常損失（△） △896 590

特別利益

土地売却益 8,333 －

投資有価証券売却益 3 87

補助金収入 205 102

受取保険金 24 －

特別利益合計 8,567 189

特別損失

建物売却損 55 －

固定資産除却損 172 －

投資有価証券評価損 3 112

災害による損失 40 15

特別損失合計 271 127

税金等調整前当期純利益 7,399 652

法人税、住民税及び事業税 161 105

法人税等調整額 2,005 △48

法人税等合計 2,166 56

当期純利益 5,233 595

親会社株主に帰属する当期純利益 5,233 595

(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 5,233 595

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 179 35

為替換算調整勘定 19 130

退職給付に係る調整額 67 10

その他の包括利益合計 266 176

包括利益 5,499 772

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,499 772

連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,025 6,948 6,543 △153 19,363

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

5,233 5,233

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 6 6

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 5,233 6 5,239

当期末残高 6,025 6,948 11,776 △147 24,603

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 89 △149 161 101 19,465

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

5,233

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 6

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

179 19 67 266 266

当期変動額合計 179 19 67 266 5,505

当期末残高 268 △130 229 367 24,971

(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,025 6,948 11,776 △147 24,603

会計方針の変更による累
積的影響額

1 1

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

6,025 6,948 11,778 △147 24,604

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

595 595

剰余金の配当 △396 △396

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 12 12

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 198 11 210

当期末残高 6,025 6,948 11,977 △135 24,815

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 268 △130 229 367 24,971

会計方針の変更による累
積的影響額

1

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

268 △130 229 367 24,972

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

595

剰余金の配当 △396

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 12

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

35 130 10 176 176

当期変動額合計 35 130 10 176 387

当期末残高 304 0 239 544 25,359

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,399 652

減価償却費 734 1,081

受取利息及び受取配当金 △46 △48

支払利息 2 2

売上債権の増減額（△は増加） 459 109

棚卸資産の増減額（△は増加） △368 △852

仕入債務の増減額（△は減少） 567 △168

その他 △9,677 591

小計 △928 1,368

利息及び配当金の受取額 46 48

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 27 △195

その他 207 99

営業活動によるキャッシュ・フロー △648 1,318

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △9,413 △526

無形固定資産の取得による支出 △740 △202

投資有価証券の売却による収入 6 173

定期預金の預入による支出 △120 △120

定期預金の払戻による収入 120 120

その他 8,233 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,913 △549

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △0 △394

その他 △14 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー △14 △409

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,579 390

現金及び現金同等物の期首残高 7,944 5,364

現金及び現金同等物の期末残高 5,364 5,755

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

会計方針の変更に関する注記

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」といいま

す。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。これにより、支給品を買い戻す

義務を負っている有償支給取引について、支給した原材料等の消滅を認識しないこととしています。また、従来営

業外費用に計上していた売上割引は、売上収益から控除しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

前連結会計年度の連結貸借対照表において、流動資産に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年

度より「受取手形」、「電子記録債権」及び「売掛金」に含めて表示し、流動負債に表示していた「その他」は、

当連結会計年度より「契約負債」及び「その他」に含めて表示しています（なお、「電子記録債権」は重要性が増

したためです。）。また、連結損益計算書の「売上高」は、当連結会計年度より「売上収益」に科目名を変更して

います。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組換えを行っています。

この結果、当連結会計年度の連結貸借対照表、連結損益計算書及び１株当たり情報に与える影響は軽微です。当

連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利益剰余金の

期首残高は１百万円増加しています。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」といいま

す。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19条及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を将来にわたって適用することとしました。この結果、当連結会計年度の連結財務諸表への影響はあり

ません。

セグメント情報

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社は、製品・サービス別の事業部又は事業子会社を置き、それぞれ取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

したがって、当社は製品・サービス別セグメントから構成されており、「情報通信事業」、「印刷システム事

業」、「電子計測事業」及び「不動産事業」の４つを報告セグメントとしています。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「情報通信事業」は、情報通信機器の製造販売をしています。「印刷システム事業」は、印刷・製版機の製造

販売をしています。「電子計測事業」は、電子計測器の製造販売をしています。「不動産事業」は、不動産の賃

貸等をしています。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

おおむね同一です。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額情報通信 印刷システム 電子計測 不動産

売上収益

外部顧客への売上高 17,011 1,746 2,552 396 － 21,706

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 17,011 1,746 2,552 396 － 21,706

セグメント利益又は損
失（△）

877 △269 △114 116 △1,578 △968

セグメント資産 14,221 1,344 2,061 12,740 5,742 36,110

その他の項目

減価償却費 450 52 66 77 86 734

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

1,094 32 70 8,802 211 10,211

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額情報通信 印刷システム 電子計測 不動産

売上収益

外部顧客への売上高 17,917 1,849 2,953 460 － 23,182

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 17,917 1,849 2,953 460 － 23,182

セグメント利益又は損
失（△）

1,596 20 215 103 △1,434 501

セグメント資産 13,985 1,418 2,163 12,651 6,222 36,441

その他の項目

減価償却費 722 46 68 155 87 1,081

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

287 28 41 31 183 572

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりです。

(1) セグメント損益の調整額△1,578百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,578百万

円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

(2) セグメント資産の調整額5,742百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産5,742百万円が

含まれています。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金です。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額211百万円は、本社部門の設備投資額です。

２．セグメント損益は、連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりです。

(1) セグメント損益の調整額△1,434百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,434百万

円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

(2) セグメント資産の調整額6,222百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産6,222百万円が

含まれています。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金です。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額183百万円は、本社部門の設備投資額です。

２．セグメント損益は、連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。
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項目
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当連結会計年度

（2022年３月31日）

１株当たり純資産額 2,516.42円 2,551.64円

項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益 527.52円 59.96円

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 5,233 595

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利
益（百万円）

5,233 595

普通株式の期中平均株式数（株） 9,920,723 9,934,209

１株当たり情報に関する注記

１．１株当たり純資産額

（注）株主資本において自己株式として計上されている株式付与ESOP信託に残存する自社の株式は、１株当たり純

資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めています。当該自己株式数の期末株式数

は、前連結会計年度120,100株、当連結会計年度103,900株です。

２．１株当たり当期純利益

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載していません。

２．株主資本において自己株式として計上されている株式付与ESOP信託に残存する自社の株式は、１株当た

り当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。当該自己株式

の期中平均株式数は、前連結会計年度122,800株、当連結会計年度108,650株です。

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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